






要約:発症から平均 5.4 年後の冠動脈病変なし群 178 名(平均 7.5 歳)に断層心エコー図,ト

レッドミル運動負荷心電図,ホルター心電図を施行して遠隔期再評価を行った。左室壁運動

異常・僧帽弁逸脱 2名,ST低下 15名(4.7%),心室性期外収縮 12名に認めた。心筋 SPECT 施

行 18 名中 6名(1.9%)に陽性所見を得た。冠動脈造影施行 15 名はいずれも冠動脈病変を認

めなかった。川崎病は遠隔期にも慎重な経過観察を要すると思われた(括弧内は全川崎病児

321 名に対する頻度)。 


